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監督会議資料 2025.11.18 

令和７年度 第２回 関東高等学校弓道選抜大会 監督会議（書面会議） 
 

１．入館・受付について 

 〔１〕 １１月２２日（土）の選手・監督は９：００から入館できる。（受付の準備が整い次第、入館開始時間

を早めることもある） 

受付後、歓迎袋の中にあるＩＤカ－ドを着用する。 

１１月２３日（日）の選手・監督は８：００から入館できる。大会２日目の受付は不要とするが、入館

の際に警備担当がＩＤカ－ドの着用を確認する。 

大会競技会場内では行射中以外はＩＤカ－ドを着用すること。 

 ※ＩＤの色について ○団体選手-青 ○個人選手-赤 ○監督-橙 ○引率・介添え-黄 

           ○大会役員・競技役員・視察-黒 ○補助役員-緑 ○協賛・報道-桃 

 〔２〕 大会会場内は土足禁止のため、受付で配布された靴袋を大会期間中は使用し管理すること。 

   

２. 監督について 

 〔１〕 開催地の群馬県は出場校の顧問が競技役員を務めるので、生徒の監督代行を認める。尚、群馬県出場校

で補欠選手が監督代行となる場合には制服でなく弓道着でも可とする。開催地以外の都県は事前に登

録した監督が行うこと。 

 〔２〕 １名で個人戦の監督を複数行う場合で、立が同一の場合は、人数分の替矢・替弦を持って立順番号の早

い選手の監督席に着く。立が連続する場合は、人数分の替矢・替弦を持って入場し、確認終了後に射場

内で次の立の該当する監督席に移動する。このケースにおいて、第２・３控で監督が不在になってしま

う場合、選手は監督が前の立順（立）にいることを招集委員に伝えること。また、筆粉・ぎり粉などの

管理として介添えもしくは引率職員が第２控まで付き添うことができる。 

   

３．競技方法について 

 〔１〕 個人戦と団体予選・決勝１回戦は３人立４射場で行う。団体戦準決勝・決勝は３人立２射場で行う。 

 〔２〕 個人戦は全て立射で行う。 

 〔３〕 個人決勝・順位決定戦は女子から行い、女子の順位決定後に男子を行う。 

 〔４〕 個人順位決定の射詰競射は１２名以下になった時点より持ち的で行う。 

 〔５〕 個人順位決定の遠近競射が多人数の場合は、人数絞込みの一本競射は行わず、複数的を使用した遠近

競射を実施する。（全弓連の競技規則を参考に６名以上が目安） 

 〔６〕 弓具審判については弓具点検所を設けず、第３控で実施する。事前に通知した「弓具点検時における指 

摘事項について」を確認しておくこと。 

   

４．競技における注意事項 

 〔１〕 各種申請については、「諸変更届」を群馬県高体連弓道専門部Ｗｅｂページに掲載してあるので、記入

して使用すること。「諸変更届」に記載してある提出期限、提出先を確認すること。尚、坐射免除、手

首へのテーピング・包帯の使用については、事前申請の場合は診断書等のコピーをＰＤＦまたは画像

にして添付する。当日申請の場合は診断書等を持参し提出する（コピーでも可）。 

   

 〔２〕 競技運営上の注意事項および連絡 

 ① プログラム等に記載されている時間は予定時間のため若干変更する場合もある。進行状況に注意する

こと。 

 ② 行射において、矢番え完了後に筈こぼれした矢、または、その他の事由で引直した矢は無効となる。矢 

番え完了後とは、弦に筈をかませた後、右手を腰に復した時点以降をいう。 

   

 ③ 射場に入場後、弓具（弓、矢および弦等）に不都合が生じた場合は交換することができる。ただし射場

内に替弓具が準備してある場合で、矢番え完了前までに限る。弓具を交換する際には選手が挙手で進

行委員に告げること。 

 ④ 個人競技において、弦音打起しを守らない選手には、進行委員が注意をすることがある。 
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 ⑤ 矢が横になった場合、団体競技では他の射場に、個人競技では他の的に影響を及ぼさない限り、競技を

中断しての矢取りは行わない。 

 ⑥ 異議の申し立ては、異議が生じたときに監督が挙手し進行委員に申し出ること。的中の異議申し立て

に関しては、矢取開始後は受け付けない。 

 〔３〕 応援について 

 ① 矢声については「よし」の発声のみとする。他の発声をしていた場合は注意をする。 

 ② 横皆中（団体で〇が横に３つ揃う）の時の拍手は禁止とする。 

   

５. 式典について 

 〔１〕 開会式は実施しない。閉会式は団体競技の表彰式と兼ねる。 

 〔２〕 個人競技の表彰式は順位決定後、準備ができ次第、ＡＬＳＯＫぐんま武道館第２道場で行う。入賞選手

及び監督は集合の指示に従い速やかに集合すること。団体競技についても同様とする。 

   

６. 選手控室について 

 〔１〕 選手控室はＡＬＳＯＫぐんま武道館の第１道場とする。 

 〔２〕 飲食は、ＡＬＳＯＫぐんま武道館２階観覧席のみ許可する。 

 〔３〕 ２２日に弓具を第１道場内に置いていくことは許可するが、取違い等による紛失の責任は主催者側で

は一切負わない。 

   

７．観覧席について 

 〔１〕 ＡＬＳＯＫぐんま武道館２階観覧席は自由に入ることができる。土足禁止なので、靴袋を準備する。 

   

８．駐車場について 

 〔１〕 事前に通知した「会場図」を参考に駐車すること。バスはイベント西駐車場のみに駐車できる。 

   

９．その他 

 〔１〕 大会プログラムは製本したものの配布、販売を行う。 

 〔２〕 大会参加料の領収書は歓迎袋に同封する。 

 〔３〕 大会期間中に救護室を設けるが、参加者は健康保険証等を持参すること。競技中の疾病などの応急手

当は主催者側で行うが、その他の責任は負わない。 

 〔４〕 大会期間中、ＡＬＳＯＫぐんま武道館２階玄関前に出張弓具修理所を設ける。 

 〔５〕 写真業者（有イワモト）が撮影を行う。各校予選の退場後に声を掛けて撮影し、監督に注文案内を配付

する。競技中の撮影も行う予定である。  

 〔６〕 大会期間、日本旅行のツア－デスクが大会会場内に設置される。 

 〔７〕 試合後に個人競技選手のゼッケン、監督・引率・介添えのＩＤとホルダーは回収しないので持ち帰る。 

 〔８〕 「監督会議」通知以降の大会に関する連絡は、群馬県高体連弓道専門部のＷｅｂページ

（ https://gunkyumi.stars.ne.jp/ ）、 大 会 専 用 ペ ー ジ （ http://gunkyumi.stars.ne.jp/70-la-

2511.html）に掲載する。 

 〔９〕 ＡＬＳＯＫぐんま武道館・ＡＬＳＯＫぐんま武道館弓道場のすべてのごみ箱が撤去されたため、施設

内に設置された自販機で購入した場合も含め、ゴミは必ず持ち帰ること。 

 〔10〕 ＢＳテレ東「ＴＨＥ名門校」で特定の学校に対するＴＶ取材があるが、取材・撮影については対象校生

徒のみの撮影とし、他校の生徒が映り込んでしまう場合はボカシ処理をする。対戦校が大きく映って

しまう場合は、対戦校に対し別途、撮影許可の確認を行う。 

 〔11〕 結果速報はスプレッドシートで行う。 

 

 

 

 

 


